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第四紀洪積世と呼ばれる氷河期で知られる時代からもう少し古い第三紀鮮新世にか

けての地層が分布します。一番下には、飯能層（(飯能礫層)城山の崖で見られます）、

滝不動のところで段丘の話を紹介していますが、下末吉面で堆積した金子礫層と上部の

鶴ケ丘粘土層、火山灰層（関東ローム層）、標高 35m 以上では、金子礫層に変わって武

蔵野面の武蔵野礫層と火山灰層（関東ローム層）が覆っています。いずれの礫層も礫と

いう名前が付きますが、粘土層や砂層も挟んでおり、一様ではありません。水道用など

の深井戸が断面図に示されていますが、金子礫層と飯能層の水をとるために掘られてい

ます。もちろん、武蔵野礫層でも家庭用などの浅い井戸がたくさん掘られています。 

昭和 50 年に新藤静夫先生たちが坂戸台地の地下水分布を調べました。たくさんの井

戸で一斉に地下水面の高さを測定するもので、この結果を等高線で表すと、下の図のよ

うになりました。 

 

出典：鶴ヶ島町 鶴ヶ島町史自然編Ⅰ 平成２年３月 

等高線と直行して地下水は流れます。昔の坂戸台地は雑木林に覆われ、関東ローム層

は亀裂が多いため、台地に降った雨はかなりの量が地下に浸透します。そしてこのよう

な地下水として蓄えられました。今では、水道水などの水源として井戸でくみ上げられ、

また都市化が進み、雨水は地下に入らず、川にさっと流れてしまいます。また、水道水

として使われた後の下水は、小畔川の方向に排水されます。このため、高麗川方向へ向

かう水が少なくなり、高麗川の水位低下に繋がっているのではと心配されています。 

（稲垣） 

萩原章氏加筆 
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９.観察のコツ 

9.1  鳥たち 

（１）双眼鏡の調整 

 ① メガネをかけている人は目当てゴムを折ります。 

 ② 両目でのぞき、目の幅をあわせて、視界を丸くします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

③ 右目を閉じて左目だけでのぞき、双眼鏡の中央にあるピントリングを動かして

ピントを合わせます。 

④ 左目を閉じて右目だけでのぞき、右目の接眼レンズ近くの視度調節リングを動

かしてピントを合わせます。 

⑤ 両目でのぞいてクリアだったら準備完了です。 

☆ この後は両目でのぞき、ピントリングだけでピントを合わせることができ

ます。 

☆ 双眼鏡のおすすめの倍率は 8倍×３0 ミリ(口径)です。10 倍、口径が小さ

いものは視野が狭くなるので野鳥を探すのが難しくなります。 

 

（２）野鳥の探し方 

① 肉眼で、広く眺めて、風景の中で動く物を探します。 

動く物は、野鳥、昆虫など動物であることが多いです。 

② 野鳥を見つけたら、頭を動かさないで、野鳥を見ている状態のまま双眼鏡を当

ててのぞきます。野鳥から目を離すと見失ってしまいます。 

③ 野鳥が好きな場所、さえずりや地鳴きを覚えると見つけやすくなります。 

④ 野鳥を見つけたら、その野鳥が何をするのか、しばらく観察してみましょう。 

  実を食べたり、狩りをしたり、争ったり、子どもの世話をしたり、野鳥の生活  

  には不思議がいっぱいです。 

(富田) 
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コラム 野鳥が好きな木の実 

↑シメ                 

↓ヤマガラ 松かさの間の種子を食べる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (富田) 
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↑イカル サクランボも大好き。ドン

グリも固いくちばしで食べてしまう。 

↑毒のあるエゴノキの実

もヤマガラは平気 

母ぼくは 

ぼくは 

 

ぼくはアオゲラ 

キツツキだから、 

木をつついて虫

を探すのが得意。   

でも、木の実も大

好き。エノキの実

は、おいしいよ。 
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9.2  植物  

花の観察 表記の花期は目安です。 / 全ての花を見るには毎週訪れる。 

植物を見分けるには花を見るのが一番ですし、目を楽しませてくれるのも花です。け

れども花の咲く時期は種によって異なり、春に咲く花、夏や秋に咲く花、冬に咲く花も

あります。そして桜のように短期間に一せいに咲いて散るものもあれば、長い間咲いて

いるものもあり、その年の気候によっても変わります。ですから図鑑に記されている花

期は目安です。また同じ時期の花でも少しずつ開花が異なる場合が多く、特に春から夏

にかけての城山で全ての花を見るには、1 週間から 10 日ごとに訪れることになります。 

 
どっちがどっち 樹木の見分け方 

スギやヒノキ、コナラやクヌギなどは普段よく聞く名前ですが、山ではなかなか見分

けがつきにくいものです。樹木は、花のない時期は木肌(樹皮の色と模様)と葉の形から

種類を見分けます。高い所の葉は双眼鏡で確かめます。冬の落葉樹は周りの落ち葉を探

して葉の形を確かめます。以下に城山の主な樹木の木肌と葉の特徴を示しました。 
                                                                                              

          

ス ギ  ( 常 緑 樹 )               シラカシ (常緑樹)  

樹皮：茶褐色で縦に           樹皮：灰白色で小さ 

細い皮目で剥がれる。          な凹凸がある。 

葉： 1cm くらいの針            葉：7～14cm の狭楕 

状 で 小 枝 に 密 集 。             円で緩い鋸歯がある。 
             

ヒ ノ キ  ( 常 緑 樹 )              アラカシ (常緑樹)  

樹皮：赤褐色でスギ           樹皮：薄茶色で小さ 

より巾広く剥がれる。           な凹凸がある。 

葉 ： 1 ～ 3mm の鱗状             葉：7～12cm の楕円 

で網目状に広がる。            で先半分に荒い鋸歯。 
                                                                                              

          

コ ナ ラ  ( 落 葉 樹 )             ヤマザクラ (落葉樹)   

樹皮：灰白色で縦に           樹皮：紫褐色で横に 

不規則な皮目がある。           皮目が入る。 

葉： 5～12cm の倒卵            葉：8～10cm の卵形 

形で荒い鋸歯がある。          で細かな鋸歯がある。 
          

ク ヌ ギ  ( 落 葉 樹 )              イヌザクラ (落葉樹)   

樹皮：濃褐色で縦横           樹皮：灰白色で横に 

に不細かな溝が入る。          皮目がはいる。 

葉： 8～ 15cm の披針            葉：5～10cm の楕円 

形で鋭い鋸歯がある。          で細かな鋸歯がある。 
                                                                                              

 

（落ち葉） 

（落ち葉）

（萩原） 
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9.3  魚たち 

観察をするには、たも網を持って、川に入りましょう。色々な種類の魚が捕れます。

釣りも良いですが、釣れる魚が限られます。たも網がお勧めです。 

たも網を持って川に入るには、それなりの格好が求められます。一つには自分の足が

魚を捕まえる道具になるからです。また、高麗川は大きな石がごろごろしているところ

が多いので、足元をしっかりする必要があります。サンダルなどではなく、運動靴など

足にフィットするものを履いて入りましょう。 

たも網は、プロ仕様は右の写真のとおりです。

もちろん、一般の釣り道具屋さんに売っている直

径 30 ㎝の丸いたも網で大丈夫です。柄の長さは１

ｍほどあったほうが使いやすいです。 

たも網の使い方も右の写真を参照にしてくださ

い。 

まずは、たも網を魚が居そうな場所の下流側に

立てて固定します。片足はたも網の横に置きます。

そして、上流側からもう一方の足でジャバジャバ

と魚を追い立てて、網に誘います。網をしっかり

固定することが大事です。 

狙う場所は、魚の種類で主に２つあります。 

基本は、岸辺で魚が隠れるのによさそうな草が

覆いかぶさっている場所を狙います。 

もう一つは、流れの中心の大きな石の影を狙いま

す。こちらは、カジカの狙い場所です。ここでも下

流側にたも網を固定して、石の周りを足でジャバジ

ャバしたり、石を動かす等で追い立てて、網に誘い

ます。 

湧き水があるところも狙い場所です。ジュズカケ

ハゼなど、湧水が好きな魚がいます。 

魚捕りの注意事項がいくつかあります。 

流れがあるところでは膝より上に水面が来ると流されると思ってください。夢中にな

って、深みにはまらない様に注意願います。 

触るときに注意が必要な魚がいます。例えば、ギバチはトゲを持っていて刺されると

結構痛いです。見たことのない魚を触る時には注意願います。 

捕った魚は、観察が済んだら川に返すのが基本です。可愛いので持ち帰りたいですが、

水温の管理などは簡単ではありません。死なせてしまうことが多いです。ただ、コクチ

バスなどの特定外来種は放すことが出来ません。コクチバスは美味しいので持ち帰って

食べることをお勧めします。                      (稲垣) 
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観察の一コマ（水辺） 

朝方、水辺に集まるダイサギ 夕方、ねぐらへ帰るダイサギ 

水面をはねる小魚。水の上を飛んでいる

虫を食べています。 

メダカの雌（上）と雄（下） 

雌はシリビレが三角形に近く背ビレに切

れ目がありません。 

雄はシリビレが大きく平行四辺形に近く

背ビレに切れ込みがあります。 
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１０.観察の記録 

10.1 野鳥観察会の記録 

環境学館いずみの自然観察の講座で観察した野鳥と市民団体（高麗川ふるさと会、坂

戸サワギキョウ会・鳩山野鳥の会）が観察した野鳥の記録を表にまとめました。 

① 場所：城山（新しき村～城山の森～高麗川） 

滝不動（森戸橋～多和目橋） 

浅羽ビオトープ（若宮橋～関越自動車道までの川、河川敷、浅羽側田んぼ） 

こはるが池（池、周辺田んぼ、葛川含む） 

小沼（道場橋～東清掃局までの越辺川両岸、坂戸側の田んぼ含む） 

② 時期：平成 11 年～令和 2年 3 月 

③ 観察者：環境学館いずみ観察会参加者、坂戸サワギキョウの会会員、高麗川ふるさと

の会会員、鳩山野鳥の会会員 

④ 方法：目視、双眼鏡、フィールドスコープでの観察 

⑤ 記録の対象：野鳥 

⑥ 種の同定：2名以上の目視、さえずり・地鳴きの聞き取り、食痕、羽毛採取、写真判

定 

⑦ 表の見方：上記期間に坂戸市内で確認した野鳥をすべて表に記載しました。 

      観察した季節に下記の記号を記入しました。 

◎→いつも観察できる、○→観察できることが多い、△→ときどき観察できる、

▲→まれに観察できる 

 珍しい野鳥や猛禽類の撮影のために多くの人が集まり、トラブルになることが懸念さ

れるため、観察した場所については、記載を避けました。 

＜増えている野鳥＞ 

トビ、ノスリ、ヤマガラ、キビタキ、アオサギ、ハシブトガラス、ガビチョウ 

＜減っている野鳥＞ 

ホオジロ、カシラダカ、オオヨシキリ、チュウサギ、コサギ、ゴイサギ、ササゴイ、 

コシアカツバメ、イワツバメ、アマツバメ、ヒメアマツバメ、サシバ、イカルチドリ、

タゲリ、ケリ 

＜見られなくなった野鳥＞ 

ヤマセミ、チュウヒ、アマサギ、シラコバト、ヨシゴイ、ニュウナイスズメ、ホオアカ 

 

市内の住宅地を流れる飯盛川はかつて生活排水が問題になりましたが、下水道の普及

率が上がり、水質が改善され、カワセミやバン、セキレイなど野鳥が戻ってきています。 

カルガモの営巣も確認されています。坂戸は変化に富んだ自然環境が身近にあるので、

たくさんの野鳥に出会えます。しかし、20 年前と比べると出会える種の数は確実に減

少しており、野鳥の生息環境は国内の他の地域と同様に劣化していると思われます。
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坂戸の野鳥（1999～2020 年） 
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増えている鳥 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

減っている鳥 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ 

 

 

 

 

 

（富田） 

ノスリ 

アオサギ 

ガビチョウ

カシラダカ 

イカルチドリ 

ゴイサギ 
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観察の一コマ（大人になる） 

サナギから脱皮したばかりのキアゲハ。

イタリアンパセリの植木鉢で育ちまし

た。 

同ジャコウアゲハとそのサナギの殻。環

境学館いずみ生まれです。 

シジュウカラの雛。お母さんの真似をし

て餌を採る練習中。トレードマークのネ

クタイ模様がまだ薄いです。 

巣立ったばかりのスズメ。親がすぐ近く

で心配そうに見守っています。嘴の黄色

が初々しいです。 
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10.2 魚観察会の記録 

環境学館いずみの自然観察の連続講座では、ほぼ毎年魚とりを行い、記録しています。 

捕獲の場所、時期、方法等は以下の通りです。 

① 場所：高麗川の戸口橋もしくはこれよりやや下流。 

② 時期：7 月～8月の夏のほぼ 10：00～11：30（天候や河川の状況で未実施年あり） 

③ 捕獲者：魚類に詳しい講師の指導の下、講座の参加者、ほぼ 20～30 名程度。 

④ 方法：玉網（タモ）による。（タモでは採りにくい種は、確認できていません。） 

⑤ 記録の対象：魚類とエビ（アメリカザリガニは未記載） 

⑥ 種の同定：講師による目視判定。 

魚種のリストは、当日捕獲できた種を「〇」で示しています。 

河川の水量等によって、取る場所や魚の状況が変化するので単純に経時変化を見るこ

とができませんが、ヌカエビについては確実に減っていると言えます。また、ムサシノ

ジュズカケハゼとオウミヨシノボリ（以前のトウヨシノボリ）はどちらかが増えると他

が減る傾向にありそうです。2019 年には、心配していた特定外来種コクチバスの稚魚

が捕れ、2020 年も成魚が捕れました。 

自然観察会で確認できた魚たち 

調査年月日 2010 年 
8 月 22 日 

2015 年 
8 月 23 日 

2018 年 
8 月 26 日 

2019 年 
7 月 18 日 

2020 年 
8 月 16 日 

講 師 渡 辺 昌 和
先生 

渡 辺 昌 和
先生 

久 保 武 彦
先生他 

久 保 武 彦
先生他 

久 保 武 彦
先生他 

川の状況 平常状態 17 日に大

水が出た 

水 量 か な

り多い 

水量多い 平常状態 
19 号台風で川
が様変わり。 

アブラハヤ 〇 〇 〇 〇 〇 

スナゴカマツカ   〇  〇 

ニゴイ   〇  〇 

ギンブナ   〇   

ヒガシシマドジョウ 〇 〇 〇 〇 〇 

ドジョウ     〇 

ギバチ 〇     

ムサシノジュズカケハゼ 〇 〇 〇 〇 〇 

カジカ（大卵型） 〇 〇  〇 〇 

オイカワ 〇 〇   〇 

カワムツ 〇 〇   〇 

タモロコ  〇 〇  〇 

ナマズ    〇 〇 

オウミヨシノボリ 〇 〇 〇  〇 

ミナミメダカ   〇 〇 〇 

コクチバス    〇（稚魚） 〇 

スジエビ 〇  〇 〇 〇 

ヌカエビ 〇 〇    

カワリヌマエビ（シナヌマエビ）  〇 〇 〇 〇 

(稲垣) 
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10.3 虫たちの記録  

市内で観察した虫たちの記録を、表にまとめました。 

①場  所：坂戸市内 

②時  期：平成 29 年～令和 2 年（いずれも 3 月～10 月） 

        観察時間は概ね午前中 

③記 録 者：河合 

④方  法：目視、まれに捕虫網による採集 

⑤記録の対象：チョウ、トンボ 

⑥種の同定：写真による判定または目視、拾った羽（チョウ） 

⑦表の見方：観察期間内に確認できたチョウとトンボを、それぞれ月ごとにまとめま

した。 

  ◎→いつも観察できる、〇→観察できることが多い、△→ときどき観察できる 

  ▲→まれに観察できる 

       

 〇チョウについて 

外来種については、アカボシゴマダラがゴマダラチョウと比べて確認個体数が多

く、在来種の減少が心配されます。 

 絶滅危惧種では、最近の調査でジャノメチョウ・ミスジチョウが市内で確認でき

ていません。 

 

〇トンボについて 

 絶滅危惧種のムカシヤンマが年によって確認できないことがありますが、それ以

外の絶滅危惧種はほぼ毎年確認できています。 

 絶滅危惧種ではありませんが、ミルンヤンマ、ミヤマカワトンボ、モノサシトン

ボ、ホソミオツネントンボは、年によって確認できないことがあります。オツネン

トンボ、オジロサナエは期間内(平成 29 年～令和 2年)に確認できませんでした。 

（河合） 
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坂戸市内で観察できた虫たちの記録（チョウ） 

昆  虫  名 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月

クロアゲハ 〇 〇 〇

アゲハ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

キアゲハ 〇 〇 〇 〇 〇 〇

ジャコウアゲハ 〇 〇 〇 〇

アオスジアゲハ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

カ ラ スアゲハ ▲ ▲

ナガサキアゲハ △ △ △

モンキアゲハ △ △ △ △

ウスバシロチョ ウ △

ホソオチョ ウ 〇 〇 〇 〇

モンシロチョ ウ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

モンキチョ ウ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

キタキチョ ウ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

ツ マキチョ ウ 〇 〇 〇

スジグロシロチョ ウ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

ベニシジミ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

ヤマトシジミ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

ツ バメシジミ 〇 〇 〇 〇 〇 〇

ルリシジミ △ △ △ △ △ △ △

コツバメ △ △

ウラ ナミシジミ ◎ ◎

アカ シジミ △ △

ウラ ナミアカ シジミ △ △

ミズイ ロオナガシジミ △

トラ フシジミ ▲ ▲ ▲

ウラ ゴマダラ シジミ 〇 〇

オオミドリシジミ ▲

ウラ ギンシジミ 〇 〇 〇 〇 〇 〇

ムラ サキシジミ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

ムラ サキツバメ △ △

ゴイ シシジミ △ △ △ △ △ △

キタテハ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

ヒメアカ タテハ 〇 〇 〇 〇 〇 〇

アカ タテハ △ △ △ △ △

ルリタテハ 〇 〇 〇 〇 〇

コミスジ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

ミスジチョ ウ

イ チモンジチョ ウ 〇 〇 〇 〇

アサマイ チモン ジ 〇 〇 〇 〇

サカ ハチチョ ウ ▲

ツ マグロヒョ ウモン ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

ミドリヒョ ウモン △ △

メスグロヒョ ウモン ▲

ウラ ギンヒョ ウモン ▲ ▲

ｵｵｳﾗｷﾞﾝｽｼﾞﾋｮｳﾓﾝ ▲

テングチョ ウ 〇 〇 〇 〇 〇

コムラ サキ △ △ △ △

ヒオドシチョ ウ ▲ ▲ ▲

ゴマダラ チョ ウ △ △ △ △ △

アカ ボシゴマダラ 〇 〇 〇 〇

オオムラ サキ ▲ ▲

ヒメウラ ナミジャノメ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

ヒメジャノメ 〇 〇 〇 〇 〇 〇

コジャノメ 〇 〇 〇 〇 〇 〇

ヒカ ゲチョ ウ 〇 〇 〇 〇 〇 〇

クロヒカ ゲ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

ジャノメチョ ウ

サトキマダラ ヒカ ゲ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

クロコノマチョ ウ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

アサギマダラ ▲

ダイ ミョ ウセセリ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

ギンイ チモンジセセリ △ △ △ △

イ チモンジセセリ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

チャバネセセリ 〇 〇 〇 〇 〇

オオチャバネセセリ △ △

ミヤマセセリ 〇 〇

キマダラ セセリ 〇 〇

ヒメキマダラ セセリ 〇 〇 〇 〇

コチャバネセセリ △ △ △ △

…は絶滅危惧種

◎いつも　　〇ふつうに　△ときどき　▲まれに　
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坂戸市内で観察できた虫たちの記録（トンボ） 

昆  虫  名 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月

クロスジギンヤンマ ▲

ギンヤンマ 〇 〇 〇

サラ サヤンマ △ △

ミルンヤンマ ▲ ▲ ▲

カ トリヤンマ △ △ △ △

オニヤンマ 〇 〇 〇

コオニヤンマ 〇 〇 〇 〇

コヤマトンボ △ △ △ △

ムカ シヤン マ ▲

オナガサナエ 〇 〇 〇 〇

ヒメサナエ △ △

オジロサナエ

ホンサナエ △

アオサナエ △

ヤマサナエ △ △

ミヤマサナエ △

ハグロ トンボ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

アオハダトンボ 〇 〇

カ ワトンボ 〇 〇

ミヤマカ ワトンボ ▲

オオアオイ トトンボ 〇 〇

シオカ ラ トンボ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

オオシオカ ラ トンボ 〇 〇 〇 〇 〇

ハラ ビ ロトンボ 〇 〇 〇

チョ ウトンボ ▲ ▲

ノシメトンボ △ △

コノシメトンボ △ △ △

リスアカ ネ △ △

マユタテアカ ネ 〇 〇 〇 〇 〇

ミヤマアカ ネ 〇 〇 〇 〇 〇

アキアカ ネ ◎ ◎ ◎

ナツアカ ネ 〇 〇 〇 〇

ウスバキトンボ ◎ ◎ ◎

コシアキトンボ △ △

ショ ウジョ ウトンボ △ △

オツネントンボ

ホソミイ トトンボ 〇 〇 〇

アジアイ トトンボ 〇

ホソミオツネントン ボ △ △ △

モノサシトンボ ▲

…は絶滅危惧種

◎いつも　　〇ふつうに　△ときどき　▲まれに　
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１１. 講師紹介 

私たちの講座を支えてくださった講師の方々を紹介します。 

この方々以外にも色々な講師にお世話になりましたが、本誌に係る方々の 

み紹介させて頂きました。（順不同） 

（赤尾、山田） 
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